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は，一，二を数えるのみで， その計算万法は棋 rll] 率を代表する円柱半径の影響を:ì!E動量関係式に対しての
み考慮したものにすぎず，同じれ!庄のw:要性を j!j:~)法度分布に対する影符は無机しているため， 計算市111 果
は実験に比較しでかなりの差異ーがあった口著者は横山l率の響影を，迎動量関係式の外に速度分布， 従って
メ同部摩擦抵抗係数に対しても J苦慮し，計算結果と実験値との良好な一致を得て， その妥当性を立証して
いる υ 又尖用船程度の細長比の場合， 形状~-~皆係数は定性的には平似ω摩擦抵抗係数と細長比との仙に比
例するが，定量的にはほとんど無制しうるものであることを切らかにしている u






















第 4 章は「縦曲率が全粘性抵抗に及ぼす影響」と題して，第 2 ， 第 3 両章 l乙得た結果からただちに帰結
される全粘性抵抗に対する縦曲率の影響について論述したものである。 ここでは著者の公式による計算値
が実験値とよく一致することを述べ，その)J法の妥当性を裏付けている口
結論では，本論で得た研先結果の重要なものを要約している。
以上述べたように，著者の論文は，羽下船舶流体力学において以も主要でありながら， 未解決な問題の
一つである粘性抵抗に対する形状域住に l却し，主としてその理論的基礎を研先したものであり， 得られた
結果は，今日なお造船界で懸案となっている形状拶悼の相似則の解明に重要な指針を与え， さらに試験水
槽で慣HJ されている低速域夫験による形状拶の導出に対して， 合理的な解析)-J針をm供するものであっ
て，造船学上貢献するところが大きい口よって本論文は博士論文として価値あるものと rî出める口
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